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法令 No.9 放射線取扱主任者

督彗501ヨ (2005`手 )

間 18放射線取扱主任者及び放射線取扱主任者の代理者の選任等に関する次の記述のうち,放射線障害防止法

上正しいものの組合せはどれか。

A a製造所において,薬事法第2条 に規定する医薬品の製造のために,新たに放射線発生装置 1台 と

密封されていない放射性同位元素の許可を受けて使用することとなった。使用開始後 30日以内に放

射線取扱主任者免状を有していない薬剤師を放射線取扱主任者として選任することとした。

B b病 院では,放射線発生装置を診療のために使用することとなつたので,放射線取扱主任者免状を

有 していない歯科医師を放射線取扱主任者として選任することとした。

C c事業所では,740ギガベクレルの密封されたコバルト60を 2個使用している。放射線取扱主任者

に第 1種放射線取扱主任者免状を有する者を選任 していたが,当該放射線取扱主任者が職務を行てうこ

とができなくなったため,その期間中,第 2種放射線取扱主任者免状を有する者を放射線取扱主任者

の代理者として選任することとした。

D d販売所では,表示付認証機器のみを販売しているが,当該法人に放射線取扱主任者免状を有する

者はなく,放射線取扱主任者を選任 していない。
~      l Aと B  2 Aと C (,Bと C  4 Bと D  5 Cと D

間 29次の課目のうち,密封されていない放射性同位元素の使用をする許可使用者が選任
した放射線取扱主任

者が受講する定期講習の課目として,放射線障害防止法上定められて
いるものの組合せはどれか。

A 使用施設等の安全管理に関する課目

B 放身寸性同位元素及び放射性同位元素によつて汚染された物の取扱いに関する課目

C 放射性同位元素若しくは放射性同位元素によつて汚染された物又は放射線発生装置の取扱
いの事故

の事例に関する課目

D この法律に関する課目
l ACDの み   2 ABの み   3 BCの み   4 Dの み  ([)ABCDす

べて


